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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日 13：00～適時調査実施。

・本日八戸短期大学看護学生3名が青陽館を見学。

・外来PHS（163）故障のため繋がらない状況。外来スタッフに用がある方は近くの固定電話

まで連絡すること。
・青仁会まつりについて

9/14当日の服装は、黒、紺、白のワンポイントTシャツとジーンズとなる。昼食については、当日屋台が多く出店される為、屋台で購入すること。

＜利用者様情報＞

・鈴木　恵美子様～10:00頃来所されており、13:00には帰りたいとの希望が聞かれている。理由としては、バスの時間が変わったと話しているが、実際は工事の為バス停の位置が変更になった様子。そのことを本人に説明するが、同様の訴えを繰り返している。その後13:00に帰ることはなく、デイケアにて過ごされている。

・寺沢　彩　様　～昨日八戸赤十字病院にて足のMRI検査をしたとの報告あり。結果は9/3（火）に分かる為、再度受診すると話している。現在、痛み止めと湿布が処方されているが、痛みが継続しているとのこと。表情は穏やかに対応されているが、足を引きずっている状態であり、股関節が腫れていると話している。転倒リスクが高くなっているため、歩行状態に注意していく。

・田向　玲美　様～複数のスタッフに入院中の交際相手について相談をしている。相手が今回入院した理由を聞いてショックだったこと、自分は何をすればいいのかという質問と不安が聞かれている。相手が入院している医療機関の方針もある為、方針にゆだねる事や、あまり考えすぎず、抱え込まないようにするなどの対処方法の確認を行っている。

・菅原　信正様～昨日のレクリエーションの場面において、特定スタッフに強い口調で発言する様子が見られている。その後トラブルは無いが、本日特定スタッフが来所していないことについて、自分のせいではないかと気にかけている様子が見られている。詳細については、昨日強い口調で発言してしまったことが原因で来所していないと考えているとのこと。上記内容が原因ではないこと伝えると「そうですか。でも言い過ぎたので反省してます。」と話している。また、特定利用者様に対し「あの人が来ると嫌な気持ちになります。」との発言聞かれた為、イライラした際は行動化する前にスタッフに教えて欲しと促している。

・佐藤　ミツ子様～昨日見られた不機嫌さはなく、食事の準備に取り組んでいる。運動療法等のプログラムにも休まず参加している。本日は食事を残さず摂取している。

・倉橋　生子　様～外来にて担当医に「病院に戻れないと言われた。」と小声で話している。「やっぱり入院はしたくない。」と話したり、「病院の方がよかったな。」と話すように、発言内容の変化が見られている。わからない事は確認するように促し、継続して利用できるように関わっていく。

＜事例検討＞

森　美智男様　（53）　主治医：川端Dr　主病名：統合失調症　

合併症：アルコール依存症、食道狭窄症､アルコール性ニューロパチー、右とう骨骨折､

大腸亜全摘術後

長期目標

・再飲酒をせず、地域生活を継続する。

・身体合併症があるため、身体管理を行う。

中期目標

①飲酒をせず、体調管理を整え地域生活を継続する。

②生活リズムを整え、就労（復職）を目指す。

短期目標

①食事摂取状況の観察（体重管理、栄養管理）を行う。

②デイケアへ通所し、就労に向けて準備を行う。

実施計画

①食道狭窄があるため、固形物の摂取が出来ない。水分での栄養補給となるため栄養管理や体重管理を行い体調を整える。固形物を口に含んでいる際は、危険であるため止めるよう声掛け。また、水分摂取のみとなるので飲酒に走らないよう振り返りを行う。

②現在、休職している状態であるため、職場復帰を目指し出来ている所と出来ていない所を振り返る。出来ない場合は出来る方法を一緒に考え、実際に行動化出来るようサポートする。

検討内容

目標の確認

現症

・職場はH25.2/3～3/1は有休。H25.3/2～は病欠扱いとなっている。

・仕事については無理そうだというように話す事もあり、今後どのようになるかは不明。

・固形物の摂取は禁止となっているが、たまに口に入れていることがある。

　⇒担当医からも注意されている為、デイケアでも注意が必要。

・デイケア利用の目的は、生活リズムを整えていく事。

・送迎の関係により来所頻度が少ない為、本人と話をしていきいながら介入方法を検討していく。

植村　廣隆様　（31）　主治医：田名部Dr　主病名：統合失調症　

長期目標

①アルコールを飲まずに生活する。

②就労する。

中期目標

①再飲酒を防ぐ。

②人間関係で、上手く対話ができるようになる。

③就労するために必要なことに気付く。

短期目標

①週1回の通院と自助グループを継続し、服薬を怠らないようにする。

②良い人に見られようとして疲労し、衝動的になることがある為、自分の意見を適切に言えるようになる。

③就労するために必要なことを具体的にしていく。

実施計画

①週1回の通院、自助グループの参加状況、服薬状況について、過度とならない程度に確認する。

②プログラム中や対人交流場面で、本人の意見を引き出せるように関わる。また、ストレスや不安を感じると、解離的（声を変えての独語）になることがあり、その際は深く追求せず、受容するようにする。

③どのような仕事をしたいか、どのような社会資源が利用できるか、どのようなスキル必要なのかをプログラムや面談を通して話し合う。

検討内容

目標の見直し

現症

・アルコールは飲んでいない。ノンアルコール飲料を飲んでいると話す。

・就職に関して、品出しの仕事を受けてきたと話すが、返事はないとのこと。

・解離的になる事については、高い声での発言が聞かれたり、姉はいないが、姉に関する発言が聞かれるとのこと。

・対人関係での問題があり、自分自身の行動に気付けないときがある為、介入が必要となる。

＜外来情報＞

・上野　千奈津様～9月に1泊2日で伊勢神宮へお参りに行ってくることを報告している。又、猿田彦神社に行きお祓いをしてもらう予定との事。

・高柳　和子様～1週間の中で辛い日が1日ありリスパダール液を服用したと報告。「気を遣いすぎた」と話されている。歯科受診は終了したとの事。

・平　　京子様～尿検の結果、白血球1+だが、本人へは伝えていない。来週再検予定。

・番沢　政勝様～1：30～2：30頃に覚醒してしまうと話しており、覚醒後そのまま起床しているとの事。担当医かたは、身体不調につながる為、再入眠するよう説明している。

・大久保　康弘様～幻聴は音量が下がってきたが、幻視は続いており「菱形の活字が50ｃｍ位手前から近付いてきて、徐々に人間に形が変化してくる」と訴えている。

・八木橋　牧雄様～血圧142/88mmHgあり、内服は現状のまま継続としている。

・東海林　康之様～息子から生活保護の受給を止めるよう言われたとの事。本人も可能であれば打ち切りたいと話しており、仕事の為に2年以内にパソコンの資格を取りたいと希望している。担当医からは、年齢も考慮すると就職は難しく現状でもよい事を説明している。

